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江 澤 和 彦

特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律

第 3条第 2項の規定に基づき、同条第 1項の特定権利利益に係る期間の延長に関し

当該延長後の満了日を平成 30年 ■月 30日 とする措置を指定する件について

「平成 30年 7月 豪雨による災害についての特定非常災害及びこれに姑し適用すべき措置の

指定に関する政令」 (平成 30年政令第 211号)が、平成 30年 7月 14日付けで公布され、同

日から施行されたことにより、「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別

措置に関する法律」の規定の一部が、平成 30年 7月 豪雨による災害に適用されることとなっ

た旨の通知が厚生労働省より発出されましたのでご連絡申し上げます。

なお、特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律は、

行政上の権利利益の満了日の延長等に関する各種特別措置を災害時に迅速に発動できるよう

にしたものであり、大規模な非常災害 (特定非常災害)について適用されるものでございま

す。これにより、介護保険関係では、平成 30年 7月 豪雨において災害救助法が適用された市

町村の区域内において業を行う者又は居住地を有する者等について、要介護認定や指定居宅

サービス事業所の指定等に係る有効期間を延長し、その満了日が平成 30年 11月 30日 までと

なりました。今般の告示により有効期間等の満了日を延長した権利利益の内容等の詳細につ

きましては、当該厚生労働省発出通知に記されておりますのでご確認ください。

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、郡市区医師会および

会員への周知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。



(添付資刈r)
・特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律第 3条第2項の規定
に基づき、同条第 1項の特定権利利益に係る期間の延長に関し当該延長後の満了日を平成 30年 11

月 30日 とする措置を指定する件について

(平 30。 7.19 老発 0719第 3号 厚生労働省老健局長 通知)

。平成30年 7月 19日 官報 号外特第 14号
(厚生労働省告示第276‐号抜1準)



老発 0719第 3号
平成30年 7月 19日

各都道府県知事殿

厚生労働省老健局長

(公 印 省 略)

特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律

第 3条第 2項の規定に基づき、同条第 1項の特定権利利益に係る期間の延長に関し

当該延長後の満了日を平成 30年 11月 30日 とする措置を指定する件について

「平成 30年 7月 豪雨による災害についての特定非常災害及びこれに対 し適用す
べき措置の指定に関する政令」 (平成 30年政令第 211号)が、別添 1の とおり、平
成 30年 7月 14日付けで公布され、同日から施行されたことにより、「特定非常災

害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律」 (平成 8年法

律第 85号。以下「法Jと いう。別添 2を参照。)の規定の一部が、平成 30年 7月

豪雨による災害に適用されることとなった。

具体的には、法第 2条第 1項の特定非常災害として平成 30年 7月 豪雨による災

害が指定され、その被災者等について、行政上の権利利益の回復又は保全のための

期間の満了日の延長や、法令上の義務が期限内に履行されなかつた場合の責任の免

除等の措置が行われるものである。

これを受けて、「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措

置に関する法律第 3条第 2項の規定に基づき同条第 1項の特定権利利益に係る期

間の延長に関し当該延長後の満了日を平成 30年 ■ 月 30日 とする措置を指定する

件」 (平成 30年厚生労働省告示第 276号。以下「告示Jと いう。)が、別添 3の と
お り、平成 30年 7月 19日 付けで告示された。

この告示は平成 30年 7月 豪雨に際 し、災害救助法 (昭和 22年法律第 ■8号)が

適用された市町村の区域 (以下「特定被災区域」という。)内 において、介護保険
法第 19条第 1項の規定に基づく要介護認定等及び同法第 41条第 1項本文の規定に

基づく指定居宅サービス事業者の指定等について、有効期間を延長し、その満了日

を平成 30年 11月 30日 とするものである。

これらに伴 う介護保険に関する法令の運用における留意点等は下記のとお りで

あるので、御了知の上、管内市町村、関係団体、関係機関等にその周知徹底を図る

とともに、その運用に遺憾のないようにされたい。

第 1行政上の権利利益の回復又は保全のための期間の満了日の延長について

記



1 告示により有効期間等の満了日を延長した権利利益のうち、介護保険法 (平
成 9年法律第 123号)の規定に基づくものは、次のとおりである。

① 要介護認定 (第 19条第 1項 )

② 要支援認定 (第 19条第 2項 )

③ 要介護更新認定 (第 28条第 2項 )

④ 要支援更新認定 (第 33条第 2項 )

⑤ 指定居宅サービス事業者の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係るもの

に限る。)(第 41条第 1項本文)

⑥ 指定地域密着型サービス事業者の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係

るものに限る。)(第 42条の 2第 1項本文)

⑦ 指定居宅介護支援事業者の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係るもの

に限る。)(第 46条第 1項 )

③ 指定介護老人福祉施設の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係るものに

限る。)(第 48条第 1項第 1号 )

③ 指定介護予防サービス事業者の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係る

ものに限る。)(第 53条第 1項本文)

⑩ 指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定 (特定被災区域内に在る事

業所に係るものに限る。)(第 54条の 2第 1項本文)

① 指定介護予防支援事業者の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係るもの

に限る。)(第 58条第 1項 )

⑫ 介護支援専門員証の交付 (第 69条の 7第 1項 )

⑬ 介護老人録健施設の開設の許可 (特定被災区域内に在る施設に係るものに

限る。)(第 94条第 1項 )

⑭ 介護医療院の開設の許可 (特定被災区域内に在る施設に係るものに限る。)

(第 107条第 1項 )

⑮ 第 1号事業に係る指定事業者の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係る

ものに限る。)(第 ■5条の 45の 3第 1項 )

⑩ 指定介護療養型医療施設の指定 (特定被災区域内に在る施設に係るものに

限る。)(健康保険法等の一部を改正する法律 (平成 18年法律第 83号)附

則第 130条の 2第 1項の規定によりなおその効力を有するものとされた同

法第 26条の規定による改正前の介護保険法第 48条第 1項第 3号 )

要介護更新認定、要支援更新認定及び 1の⑤から⑩までに掲げる指定等につい

ての更新の申請があつた場合には、延長後の有効期間を前提として更新の手続を

行 うこととなり、原則として、更新後の有効期間は、平成 30年 12月 1日 から起

算することとなる。告示の適用 日前に更新の申請がなされた場合 (その有効期間

が平成 30年 6月 28日 から平成 30年 ■月 30日 までの間に満了するものに限る。)

であって、処分がなされていないものについても同様である。

2

2



3 告示により指定された措置のほか、法第 3条第 1項に規定する行政庁又は行政
機関は、平成 30年 7月 豪雨による災害の被害者であって、理由を記 した書面に

よりその特定権利利益 (法第 3条第 1項参照)に係る満了日の延長の申出を行つ

たものについて、平成 30年 11月 30日 までの期 日を指定してその満了日を延長

することができる (法第 3条第 3項 )。

第 2法令上の義務が期限内に履行されなかつた場合の責任の免除について
法令に基づき平成 30年 6月 28日 から平成 30年 9月 27日 までの間に履行期限

が到来する義務が平成 30年 7月 豪雨により履行されなかった場合において、当

該義務が平成 30年 9月 28日 までに履行されたときには、当該義務が履行されな

かつたことについて、行政上及び刑事上の責任 (過料に係るものを含む。)は問

われない (法第 4条第 2項 )。

3



別添 1

1  平成30年 フ月 14日 土曜日  官   報 (号外特第 12号 )

平
成
二
十
年
七
月
表
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関

す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

　

御

璽

平
成
三
十
年
七
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣
　
安
倍
　
晋
三

政
令
第
二
百
十

一
号

平
成
二
十
年
七
月
表
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定

に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（平
成
八
年

法
律
第
八
十
五
号
）
第
二
条
第

一
頂
及
び
第
二
項
前
段
、
第
三
条
第

一
項
、
第
四
条
第

一
項
、
第
五
条
第

一
項
、
第
六

条
並
び
に
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（特
定
非
常
災
害
の
指
定
）

第

一
条
　
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（以
下

「法
」

と
い
う
。）
第
二
条
第

一
項
の
特
定
非
常
災
害
と
し
て
平
成
二
十
年
七
月
奈
雨
に
よ
る
災
害
を
指
定
し
、
同
年
六
月
二

十
八
日
を
同
項
の
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と
し
て
定
め
る
。

得

定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
二
条
　
前
条
の
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
と
し
て
、
法
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
に
規
定
す
る
措
置

を
指
定
す
る
。

（行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
期
日
）

第
二
条
　
第

一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
二
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
年
十

一
月
二

十
日
と
す
る
。

（特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に
係
る
期
限
）

第
四
条
　
第

一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
四
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て

の
免
責
に
係
る
期
限
は
、
平
成
二
十
年
九
月
二
十
八
日
と
す
る
。

（法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
期
日
）

第
五
条
　
第

一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
五
条
第

一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十
二
年
六
月
二

十
六
日
と
す
る
。

（相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
）

第
六
条
　
第

一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
平
成
二
十
年
七
月
豪
雨
に
際

し
災
害
救
助
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
と

す
る
。

２
　
第

一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
六
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
三
十

一
年
二
月
二
十
八
日
と
す

Ｚ
Ｏ

。（調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
措
置
に
係
る
地
区
及
び
期
日
）

第
七
条
　
第

一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
地
区
は
、
平
成
三
十
年
七
月
表
雨
に
際

し
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
と
す
る
。

２
　
第

一
条
の
特
定
非
常
災
害
に
つ
い
て
の
法
第
七
条
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十

一
日
と
す

ワ（υ。
附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
　
安
倍
　
晋
三

総
務
大
臣
　
野
田
　
聖
子

法
務
大
臣
　
上
川
　
陽
子
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平
成
二
十
年
七
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
参
照
条
文

目
　
次

Ｏ
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（平
成
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）

（抄
）

Ｏ
内
閣
府
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
人
十
九
号
）

（抄
）
　

‐―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
‐‥
‥―
―
‐―
―
‥―
―
‐―
―
‐―
―
‐―
―
‐―
―
‐―
‐ｌ
ｉ
ｔ
ｉ
４

０
宮
内
庁
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）

（抄
）
　

‐―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
キ
ー
ー
‐―
―
‐―
―
‥―
―
‐―
―
‐―
―
‐―
―
‐―
‐―
‥―
―
１
５

０
国
家
行
政
組
織
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）

（抄
）
　

‥―
―
―
―
―
―
―
―
‐―
―
‐―
―
‐―
―
‥
‥―
―
‐―
―
‐―
‐―
―
‐―
―
‐―
―
‐―
‐５

Ｏ
民
法

（明
治
二
十
九
年
法
律
第
人
十
九
号
）

（抄
）

１

１

１

１

１

１

１

‥

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

‥

―

―

―

―

ｌ

ｉ

ｔ

ｔ

ｔ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

‥

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

‥

ｔ

ｒ
Ｏ8

Ｏ
災
害
救
助
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）

（抄
）
　

‐
―
―
―
―
―
―
‐―
―
‐
―
―
‐
―
‐
―
！
―
‐
―
‐
―
‐
―
―
‐
―
―
‐
―
―
‐
―
―
‐
―
‐
―
‐
―
１
８

○
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律

（昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）

（抄
）
　

‐―
―
―
―
―
―
―
‥
―
‐―
―
―
‐
―
―
‐
―
―
‐
―
―
‐
―
―
‐
―
‐
―
‐
―
‐
６

Ｏ
民
事
調
停
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）

（抄
）



Ｏ
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（平
成
八
年
法
律
第
八
十
五
号
）

（抄
）

（趣
旨
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
、
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
行
政
上
の
権
利
利
益

に
係
る
満
了
日
の
延
長
、
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
義
務
に
係
る
免
責
、
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
、
相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特

例
、
民
事
調
停
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
並
び
に
建
築
基
準
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百

一
号
）
及
び
景
観
法

（平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（特
定
非
常
災
害
及
び
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
）

第
二
条
　
著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
で
あ

っ
て
、
当
該
非
常
災
害
の
被
害
者
の
行
政
上
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
り
、
又
は
当
該
非
常
災
害
に
よ

り
債
務
超
過
と
な

っ
た
法
人
の
存
立
、
当
該
非
常
災
害
に
よ
り
相
続
の
承
認
若
し
く
は
放
棄
を
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
困
難
と
な

っ

た
者
の
保
護
、
当
該
非
常
災
害
に
起
因
す
る
民
事
に
関
す
る
紛
争
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
解
決
若
し
く
は
当
該
非
常
災
害
に
係
る
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の

居
住
の
安
定
に
資
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
非
常
災
害
を
特
定
非
常
災
害
と
し
て

政
令
で
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
政
令
に
は
、
当
該
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
日
を
特
定
非
常
災
害
発
生
日
と
し
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
政
令
に
お
い
て
は
、
次
条
以
下
に
定
め
る
措
置
の
う
ち
当
該
特
定
非
常
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
指
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
指

定
の
後
、
新
た
に
そ
の
余
の
措
置
を
適
用
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
措
置
を
政
令
で
追
加
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
に
関
す
る
措
置
）

第
二
条
　
次
に
掲
げ
る
権
利
利
益

（以
下

「特
定
権
利
利
益
」
と
い
う
。
）
に
係
る
法
律
、
政
令
又
は
内
閣
府
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
人
十
九
号
）
第

七
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
人
条
第
四
項

（宮
内
庁
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
人
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若

し
く
は
国
家
行
政
組
織
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
十
二
条
第

一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第

一
項
の
命
令
若
し
く
は
内
閣
府
設
置
法
第
七
条

第
五
項
若
し
く
は
第
五
十
人
条
第
六
項
若
し
く
は
宮
内
庁
法
第
人
条
第
五
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
第
十
四
条
第

一
項
の
告
示

（以
下

「法
令
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
を
所
管
す
る
国
の
行
政
機
関

（内
閣
府
、
宮
内
庁
並
び
に
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第

一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
機

関
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
長

（当
該
国
の
行
政
機
関
が
内
閣
府
設
置
法
第
四
十
九
条
第

一
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項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
国
家
行
政
組
織
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
委
員
会
で
あ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
委
員
会
）
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害

者
の
特
定
権
利
利
益
で
あ

っ
て
そ
の
存
統
期
間
が
満
了
前
で
あ
る
も
の
を
保
全
し
、
又
は
当
該
特
定
権
利
利
益
で
あ

っ
て
そ
の
存
続
期
間
が
既
に
満
了
し
た

も
の
を
回
復
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日

（以
下

「延
長
期
日
」
と
い
う
。
）
を
限
度
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
を
延
長
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

法
令
に
基
づ
く
行
政
庁
の
処
分

（特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
前
に
行

っ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
り
付
与
さ
れ
た
権
利
そ
の
他
の
利
益
で
あ

っ
て
、
そ

の
存
続
期
間
が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
満
了
す
る
も
の

一
一　
法
令
に
基
づ
き
何
ら
か
の
利
益
を
付
与
す
る
処
分
そ
の
他
の
行
為
を
当
該
行
為
に
係
る
権
限
を
有
す
る
行
政
機
関

（国
の
行
政
機
関
及
び
こ
れ
ら
に
置

か
れ
る
機
関
並
び
に
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
限
る
。
）
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
あ

っ
て
、
そ
の
存
続
期
間
が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に

満
了
す
る
も
の

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置
は
、
告
示
に
よ
り
、
当
該
措
置
の
対
象
と
な
る
特
定
権
利
利
益
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
、
地
域
を
単
位
と

し
て
、
当
該
措
置
の
対
象
者
及
び
当
該
措
置
に
よ
る
延
長
後
の
満
了
日
を
指
定
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
延
長
の
措
置
の
ほ
か
、
同
項
第

一
号
の
行
政
庁
又
は
同
項
第
二
号
の
行
政
機
関

（次
項
に
お
い
て

「行
政
庁
等
」
と
い
う
。
）
は
、

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
で
あ

っ
て
、
そ
の
特
定
権
利
利
益
に
つ
い
て
保
全
又
は
回
復
を
必
要
と
す
る
理
由
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
満
了
日
の
延
長
の
申

出
を
行

っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
延
長
期
日
ま
で
の
期
日
を
指
定
し
て
そ
の
満
了
日
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
延
長
期
日
が
定
め
ら
れ
た
後
、
第

一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
満
了
日
の
延
長
の
措
置
を
延
長
期
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
継
続
し
て
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
第

一
項
の
国
の
行
政
機
関
の
長
又
は
行
政
庁
等
は
、
同
項
又
は
前
項
の
例
に
準
じ
、
特
定
権
利
利
益
の
根
拠
と
な

る
法
令
の
条
項
ご
と
に
新
た
に
政
令
で
定
め
る
日
を
限
度
と
し
て
、
当
該
特
定
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
を
更
に
延
長
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
他
の

法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（期
限
内
に
履
行
さ
れ
な
か
つ
た
義
務
に
係
る
免
責
に
関
す
る
措
置
）

第
四
条
　
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
に
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
履
行
期
限
が
到
来
す
る
義
務

（以
下

「特
定
義
務
」
と
い
う
。
）
で
あ

つ
て
、
特
定
非
常

災
害
に
よ
り
当
該
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
不
履
行
に
係
る
行
政
上
及
び
刑
事
上
の
責
任

（過
料
に
係
る
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も
の
を
含
む
。
以
下
単
に

「責
任
」
と
い
う
。
）
が
問
わ
れ
る
こ
と
を
猶
予
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て

四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に
係
る
期
限

（以
下

「免
責
期
限
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
履
行
期
限
が
到
来
す
る
特
定
義
務
が
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日
ま

で
に
履
行
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
特
定
義
務
が
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
責
任
は
問
わ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
免
責
期
限
が
定
め
ら
れ
た
後
、
前
二
項
に
定
め
る
免
責
の
措
置
を
免
責
期
限
が
到
来
す
る
日
の
翌
日
以
後
に
お
い
て
も
特
に
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
政
令
で
、
特
定
義
務
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
条
項
ご
と
に
、
新
た
に
、
当
該
特
定
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
の
免
責
に
係
る

期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
項
の
規
定
は
、
こ
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
特
定
義
務
が
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
そ
の
履
行
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
に
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

に
つ
い
て
他
の
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（債
務
超
過
を
理
由
と
す
る
法
人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
に
関
す
る
措
置
）

第
五
条
　
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
そ
の
財
産
を
も

つ
て
債
務
を
完
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
法
人
に
対
し
て
は
、
第
二
条
第

一
項
又
は
第
二
項
の
政
令

で
こ
の
条
に
定
め
る
措
置
を
指
定
す
る
も
の
の
施
行
の
日
以
後
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
ま
で
の
間
、
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
法
人
が
、
清
算
中
で
あ
る
場
合
、
支
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

又
は
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
裁
判
所
は
、
法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
が
あ

っ
た
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
法
人
に
対
し
て
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
決
定
を
留
保
す
る
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
裁
判
所
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
係
る
法
人
が
支
払
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
、
そ
の
他
同
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
す
べ
き
第

一

項
に
規
定
す
る
事
情
に
つ
い
て
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
申
立
て
に
よ
り
又
は
職
権
で
、
そ
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
に
対
し
て
は
、
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５
　
第

一
項
本
文
の
法
人
の
理
事
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
は
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
、
他
の
法
律
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
法
人
に
つ
い
て
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（相
続
の
承
認
又
は
放
棄
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
）

-2-



第
六
条
　
相
統
人

（次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
）
が
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
に
お
い
て
、
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
多

数
の
住
民
が
避
難
し
、
又
は
住
所
を
移
転
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
住
所
を
有
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
民

法

（明
治
二
十
九
年
法
律
第
人
十
九
号
）
第
九
百
十
五
条
第

一
項
の
期
間

（
こ
の
期
間
が
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
っ
て
伸
長
さ
れ
た
場
合
に
あ

っ
て
は
、

そ
の
伸
長
さ
れ
た
期
間
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
末
日
が
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て

一
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
の
前
日
ま
で
に
到
来
す
る
と
き
は
、
同
項
の
期
間
は
、
当
該
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
伸
長
す
る
。

一　

相
続
人
が
相
続
の
承
認
又
は
放
案
を
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
　
そ
の
者
の
相
続
人

一
一　
相
続
人

（前
号
の
場
合
に
あ

つ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
者
）
が
未
成
年
者
又
は
成
年
被
後
見
人
で
あ
る
場
合
　
そ
の
法
定
代
理
人

（民
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
に
関
す
る
措
置
）

第
七
条
　
特
定
非
常
災
害
に
よ
り
借
地
借
家
関
係
そ
の
他
の
民
事
上
の
法
律
関
係
に
著
し
い
混
乱
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
区
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

に
特
定
非
常
災
害
発
生
日
に
お
い
て
住
所
、
居
所
、
営
業
所
又
は
事
務
所
を
有
し
て
い
た
者
が
、
当
該
特
定
非
常
災
害
に
起
因
す
る
民
事
に
関
す
る
紛
争
に

つ
き
、
特
定
非
常
災
害
発
生
日
以
後
当
該
特
定
非
常
災
害
発
生
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
に
、
民

事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
を
す
る
場
合
に
は
、
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律

（昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）
第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
申
立
て
の
手
数
料
を
納
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（建
築
基
準
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
）

第
人
条
　
建
築
基
準
法
第
二
条
第
二
十
五
号
の
特
定
行
政
庁
は
、
同
法
第
八
十
五
条
第

一
項
の
非
常
災
害
又
は
同
条
第
二
項
の
災
害
が
特
定
非
常
災
害
で
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
被
災
者
の
住
宅
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
住
宅
が
不
足
す
る
た
め
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
を
超
え
て
当
該
被
災
者
の
居

住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
応
急
仮
設
建
築
物
で
あ
る
住
宅
を
存
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
安
全
上
、
防
火
上
及
び
衛
生
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
更
に

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
同
項
の
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
延
長
に
係
る
期

間
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（景
観
法
に
よ
る
応
急
仮
設
住
宅
の
存
統
期
間
の
特
例
に
関
す
る
措
置
）

第
九
条
　
市
町
村
長
は
、
景
観
法
第
七
十
七
条
第

一
項
の
非
常
災
害
又
は
同
条
第
二
項
の
災
害
が
特
定
非
常
災
害
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
被
災
者
の
住
宅
の

需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
適
当
な
住
宅
が
不
足
す
る
た
め
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
を
超
え
て
当
該
被
災
者
の
居
住
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
応
急
仮
設
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建
築
物
で
あ
る
住
宅
を
存
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
を
存
続
さ
せ
て
も
良
好
な
景
観
の
形
成
に
著
し
い
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
更
に

一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
同
項
の
許
可
の
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
延
長
に
係
る
期
間
が
満
了
し

た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
に
延
長
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。
第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全

等
を
図
る
た
め
、
特
定
非
常
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
行
政
上
の
権
利
利
益
に
係
る
満
了
日
の
延
長
、
履
行
さ
れ
な
か
っ
た
義
務
に
係
る
免
責
、
法

人
の
破
産
手
続
開
始
の
決
定
の
特
例
、
相
続
の
承
認
又
は
放
葉
を
す
べ
き
期
間
の
特
例
、
民
事
調
停
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）
に
よ
る

調
停
の
申
立
て
の
手
数
料
の
特
例
並
び
に
建
築
基
準
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百

一
号
）
及
び
景
観
法

（平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
に
よ
る
応
急

仮
設
住
宅
の
存
続
期
間
の
特
例
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

○
内
閣
府
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
九
号
）

（抄
）

（内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
）

第
七
条

　

（略
）

２
　

（略
）

３
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
府
に
係
る
主
任
の
行
政
事
務
に
つ
い
て
、
法
律
若
し
く
は
政
令
を
施
行
す
る
た
め
、
又
は
法
律
若
し
く
は
政
令
の
特
別
の
委
任

に
基
づ
い
て
、
内
閣
府
の
命
令
と
し
て
内
閣
府
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　

（略
）

５
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
府
の
所
掌
事
務
に

つ
い
て
、
公
示
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
告
示
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

・
７
　

（略
）

（設
置
）

第
四
十
九
条
　
内
閣
府
に
は
、
そ
の
外
局
と
し
て
、
委
員
会
及
び
庁
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
法
律
で
国
務
大
臣
を
も

つ
て
そ
の
長
に
充
て
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
前
項
の
委
員
会
に
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
委
員
会
又
は
庁

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

３
　

（略
）
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（長
の
権
限
等
）

第
五
十
八
条

　

（略
）

２

・
３
　

（略
）

４
　
各
委
員
会
及
び
各
庁
の
長
官
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
及
び
内
閣
府
令
以
外
の
規
則
そ
の
他
の
特
別
の
命
令
を
自
ら
発
す
る
こ
と
が
で

き

る

。

５
　

（略
）

６
　
各
委
員
会
及
び
各
庁
の
長
官
は
、
そ
の
機
関
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
公
示
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
告
示
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

・
８
　

（略
）

Ｏ
宮
内
庁
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）

（抄
）

第
人
条

　

（略
）

２
～
４
　

（略
）

５
　
長
官
は
、
宮
内
庁
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
公
示
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
告
示
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

・
７
　

（略
）

第
十
人
条
　
内
閣
府
設
置
法

（平
成
十

一
年
法
律
第
人
十
九
号
）
第
五
十
六
条
及
び
第
五
十
七
条
の
規
定
は
宮
内
庁
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
十
人
条
第
四
項

の
規
定
は
長
官
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　

（略
）

Ｏ
国
家
行
政
組
織
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）

（抄
）

（行
政
機
関
の
設
置
、
廃
上
、
任
務
及
び
所
掌
事
務
）

第
二
条

　

（略
）

2

行
政
組
織
の
た
め
置
か
れ
る
国
の
行
政
機
関
は
、
省
、
委
員
会
及
び
庁
と
し
、
そ
の
設
置
及
び
廃
止
は
、
別
に
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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３

・
４
　

（略
）

第
十
二
条
　
各
省
大
臣
は
、
主
任
の
行
政
事
務
に
つ
い
て
、
法
律
若
し
く
は
政
令
を
施
行
す
る
た
め
、
又
は
法
律
若
し
く
は
政
令
の
特
別
の
委
任
に
基
づ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
機
関
の
命
令
と
し
て
省
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

・
３
　

（略
）

第
十
二
条
　
各
委
員
会
及
び
各
庁
の
長
官
は
、
別
に
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
政
令
及
び
省
令
以
外
の
規
則
そ
の
他
の
特
別
の
命
令
を
自
ら
発
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　

（略
）

第
十
四
条
　
各
省
大
臣
、
各
委
員
会
及
び
各
庁
の
長
官
は
、
そ
の
機
関
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
公
示
を
必
要
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
告
示
を
発
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　

（略
）

Ｏ
民
法

（明
治
二
十
九
年
法
律
第
人
十
九
号
）

（抄
）

（相
続
の
承
認
又
は
放
葉
を
す
べ
き
期
間
）

第
九
百
十
五
条
　
相
続
人
は
、
自
己
の
た
め
に
相
続
の
開
始
が
あ

っ
た
こ
と
を
知

っ
た
時
か
ら
三
箇
月
以
内
に
、
相
続
に
つ
い
て
、
単
純
若
し
く
は
限
定
の
承

認
又
は
放
棄
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
期
間
は
、
利
害
関
係
人
又
は
検
察
官
の
請
求
に
よ

つ
て
、
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
伸
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

２
　

（略
）

Ｏ
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律

（昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）

（抄
）

（申
立
て
の
手
数
料
）

第
二
条
　
別
表
第

一
の
上
欄
に
掲
げ
る
申
立
て
を
す
る
に
は
、
申
立
て
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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２

～

４

別
表
第

一

（略
）

（第
二
条
、
第
四
条
関
係
）

調
停
又
は
労
働
審
判
を
求
め
る
事
項
の
価
額
に
応
じ
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し

て
得
た
額

一　

調
停
又
は
労
働
審
判
を
求
め
る
事
項
の
価
額
が
百
万
円
ま
で
の
部
分

そ
の
価
額
十
万
円
ま
で
ご
と
に
　
五
百
円

に
　
調
停
又
は
労
働
審
判
を
求
め
る
事
項
の
価
額
が
百
万
円
を
超
え
五
百
万
円
ま
で
の
部
分

そ
の
価
額
二
十
万
円
ま
で
ご
と
に
　
五
百
円

に
　
調
停
又
は
労
働
審
判
を
求
め
る
事
項
の
価
額
が
五
百
万
円
を
超
え
千
万
円
ま
で
の
部
分

そ
の
価
額
五
十
万
円
ま
で
ご
と
に
　
千
円

調
停
又
は
労
働
審
判
を
求
め
る
事
項
の
価
額
が
千
万
円
を
超
え
十
億
円
ま
で
の
部
分

そ
の
価
額
百
万
円
ま
で
ご
と
に
　
千
三
百
円

調
停
又
は
労
働
審
判
を
求
め
る
事
項
の
価
額
が
十
億
円
を
超
え
五
十
億
円
ま
で
の
部
分

そ
の
価
額
五
百
万
円
ま
で
ご
と
に
　
四
千
円

休
　
調
停
又
は
労
働
審
判
を
求
め
る
事
項
の
価
額
が
五
十
億
円
を
超
え
る
部
分

そ
の
価
額
千
万
円
ま
で
ご
と
に
　
四
千
円

(五) (四 )

民
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
又

は
労
働
審
判
法
に
よ
る
労
働
審
判
手
続

の
申
立
て

一
四

（略
）

（略
）

一
～

一
三
の

二

下

欄

欄

上

項

一
四
の
二

民
事
調
停
法
に
よ
る
調
停
の
申
立
て
又

は
労
働
審
判
法
に
よ
る
労
働
審
判
手
続

変
更
後
の
申
立
て
に
つ
き

一
四
の
項
に
よ
り
算
出
し
て
得
た
額
か
ら
変
更
前
の
申
立
て
に
係
る

手
数
料
の
額
を
控
除
し
た
額
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一
五
～

一
九

（諺略岬）

（略
）

の
申
立
て
の
変
更

Ｏ
民
事
調
停
法

（昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
二
号
）

（抄
）

（調
停
事
件
）

第
二
条
　
民
事
に
関
し
て
紛
争
を
生
じ
た
と
き
は
、
当
事
者
は
、
裁
判
所
に
調
停
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（調
停
の
申
立
て
）

第
四
条
の
二
　
調
停
の
申
立
て
は
、
申
立
書
を
裁
判
所
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
立
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

当
事
者
及
び
法
定
代
理
人

一
一　
申
立
て
の
趣
旨
及
び
紛
争
の
要
点

Ｏ
災
害
救
助
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
人
号
）

（抄
）

（救
助
の
対
象
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
よ
る
救
助

（以
下

「救
助
」
と
い
う
。
）
は
、
都
道
府
県
知
事
が
、
政
令
で
定
め
る
程
度
の
災
害
が
発
生
し
た
市
町
村

（特
別
区
を
含

む
。
）
の
区
域

（地
方
自
治
法

（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第

一
項
の
指
定
都
市
に
あ

つ
て
は
、
当
該
市
の
区
域
又
は

当
該
市
の
区
若
し
く
は
総
合
区
の
区
域
と
す
る
。
）
内
に
お
い
て
当
該
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
現
に
救
助
を
必
要
と
す
る
者
に
対
し
て
、
こ
れ
を
行
う
。
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月1,恭 3

平成 aO年 7月 19日 本曜日  官    報 (号外特第 14号 ) 2

Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
七
十
六
号

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（平
成
八
年
法
律
第
八

十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第

一
項
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
翔
間
の
延
長
に
関
し
当
核
延
長

後
の
満
了
口
を
平
成
二
十
年
十

一
月
三
十
日
と
す
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
三
十
年
七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
加
藤
　
勝
信

義

鉛
賛
極
電

鞘
一再
般
潮堅
升録
離霧
銀
誂
響
練
銃
鍛
旋
叡

編
略

定
持

子

三
奔

騒

の
経

墨

で

籍

豊

藷

介
業

の

礫
繋
ｅ綸
躍
紺籍
韓耕
稲
十

一
号
）
第
三
十
条
第

一
項
の
規

鞭
鞭
鰈
騒

対

　

象

　

者

対

象

と

な

る

特

定

権

利

利

益



納
性
納
澱
柩袖如
薇納精
神

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

幣
れ
メ
組
総
業
所
又
は
店
舗

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
第
四
条
第

一
項

勘騨
斃
渋
購殷
騎
認
鯉雲
席
区錦
睦
躊
鵬
筋

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

縣
縛
濡
聯
藉
錦
軸
鶴
磁
韓
綸
鯉
針癬
離麟
菊

特
定
被
災
区
城
内
に
お
い
て

縮
筆
れ
る鰭
蒼
盈

聰
議
鍮
禦
研緯
期
辮
警
嚇鮮
望
路
犠
姥
鶏
稀統難級継域内
に居住地

特
定
被
災
区
域
内
に
営
業
所

を
有
す
る
者

殴
蝸肺巴総
務Ｍ対
鷹瞭筋
什胡
ω臨雌
祉軽づ
く営業
の許可
（特定桜災

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

又
は
加
工
所
を
有
す
る
者

錦
鯉
腔
潮
籐
雑灘
購
鋳
舞
．（二鮮
簿
霰
嚇岳
柳
務統裁級継域内
に事業所

躍
期
議
野
殺
響
感
筋艤
聯絡
騒
貌難
硬
駆
韻

の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

児
童
福
祉
法
第

の
給
付
決
定

二
十
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
児
入
所
給
付
費

特
定
被
災
区
域
内
に
施
設
を

有
す
る
者

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施

設
の
指
定

（特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

特
定
被
災
区
城
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

児
童
福
祉
法
第
二
十

一
条
の
五
の
五
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
児
通
所
綸

付
費
等
の
給
付
決
定

望
筆
著
∝冊
定．縮
謹躍
聯
継
⑩駆
錐
腰
駆
鴻
離

絡鶴
叡
継城窪
翼
所

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

児
童
福
祉
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
療
育
の
給
付
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児
童
福
祉
法
第
十
九
条
の

療
費
の
支
給
認
定

三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

器被搬級組域内
に事務所

蝉鱗
麟
鵡
纂
櫂
稚
誘
患慾
時朋
撃
錐
謂
羅
祉
辮
藝

辮
愁
鶴

難
牌
臨
講
鰺
欝
蔽
拗膝
議
報
羅
鰐
離
黙
縦
確
報
殿
触
鞘
嵯観

襲
籍
の走
る霧
所

継糠
鍋雄疎
鑢鰐
対熱
嚇
“針
三条
の
二の四第
一項
の規定
に基
づ
く医療
縦
駿
継緒
に磐
所

鰈
闘
藤
観
臨
解
堪
跡
栃
轟
振
肋耀
町鰐
ば矮

縦
敷
継祷
に嘉
所

器
硝
踏
鵠
脹
聯
理
騒
糠
鶉
謡
競
雄
購離
騒
糾
謝魏
鋲
期
球絡
理

匪
鯨

義

鶴

専

竿

員

豊

奎

吾

規
を

考

く
憂

品
粛

縦
韓繁
域内
長
耕

駆
簸
継終
に議
所

襲
鉄
区域内
条
星

襲
駿
枢繋
縦主たる

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

く
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
の
支
給

灘
駿
枢駅
隷主たる

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

く
報
奨
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者

那鶉
韓
わ親
鯛
約
離鎚
裕徹躙
餓協
銀
蝉錦
鮎
十
四条
の
二第
二項
の規定
に
鞘縦
職級枢
拗
納社
主
た
る

辞玲
結
勁線
観効
報難
囀触潮
貯嘉裁
韓
障（制
抑
産肘
題勢
鰈
弾錦緬
二十
三



と

器統韓級組域内
に営業
所

幣韓
鉛
終
に屋
地

酵
驀
較
熙
卵継
難鐵
摘
騨
辟警
務締
嫉群
項
の規定

に
営
業
所

特
定
被
災
区
壊
内

を
有
す
る
者

爺
の舞
納鮮
肇
響
鯵
霧
睛晒期
難
勝
纂
盤鱗
購

特
定
被
災
区
城
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

鋲
樅
騒
縛
議
僻
蹄
騒
義
搬
離疑
潔
解騒
輔
の
鞘
粧靴
級
枢壊
内
に営
業
所

鐵

鱗

鐵
麟
新

騒
続
睡

誇

曇

鶏

瞭

て

特
定
機
災
区
域
内
に
お
い

業
務
を
行
う
者

蝶ね
疑
深
議
艶
の細路
畿
翅
離離
軍
暖
靭
甥

補薙
級
区祷
に篤
を

藩
騨
臨
群
磐
斎
椴
諄
題
隠
離
雄
寮
籐
協
霧

特
定
被
災
区
嫌
内
に
そ
の
製

造
す
る
再
生
医
療
等
製
品
の

総

観

錯

の
走

３

医
薬
品
医
歯
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の

医
療
等
製
品
外
国
製
造
業
者
の
認
定

二
十
四
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
再
生
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饉

鰈

灌

叶．露

籐
籐

顕

雌港

畿

稿
鶴
鉛
笛
に
製
造
所

縦
駿
靴
内
に事謗

賤
瞬
盤
輌熱
味紐

（十筋
爆
騒
隅
雛
鶏
磯
籍
博
礎
鍛
区終
揺
議

（介幅線級難嚇頗帖瞭梯
杵顧
拗醐縦
撤盤”
忠麟寵
軽療院
の開設
の許
可
襲
鍛
区域内
に額
を

秘
聡
継
勧鮎
欧解
解
朝脱
強
寮
紛
鵬
懃
端
設
の開

簸

蝦

繁

李

九
各

嘉

豪

の
擢

に
善

く
金

支
彗

賢

証

駆
簸
紅賛
簑
誹

課

羅

厭

議

覇

驀

駆

透

蟹

量

駆
談
継脅
に桑
所

麟
譴
解
町
砒
ス肇梨
嚇継
鎌

鍵
欧誇
Ⅸ襲
鞘
藤

駆
毅
祖縄
壕
謗

領
事簸議
経
．一鱗
姪
縣
睡
駐
蒙
陛
頸
濡
蹴

襲
鉄
区祷
揺
藍

紛瓶辮嫉絆筋
（四研畝籐妨
時期嚇
眸傍
和鰯
離
麒繕わ
Ⅸ蛸
駐跡孤蛯
人福
縦
敷
継域窪
柔
所

縦
撤
感
細鋏
騒
儀
報
筆
勝
騒
説纏
躍
魂
藁

縦
駿
線賛
与
諾

廻町
砒
ス藁
継
跡
一続
儀
敏
鶏
解
機蒙
醒
翻鶴
鉢
駆
駿
線終
に藁
所

懃
譲
犠
評
藤
綽
頗酸
銀
難
勝
無籠
纏
町
翌
ス

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

介
護
保
険
法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
要
支
援
更
新
認
定

駆
駿
継
湾
極
亀

介
護
保
険
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
要
介
譲
更
新
認
定

禁
簸
継祷
極
電

介
護
保
険
法
第
十
九
条
第
二
頂
の
規
定
に
基
づ
く
要
支
援
認
定

雛
敷
継
褐
に屋
地

勧
襲
饂
鹸
館
覆
（評
戯
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に



る

鞘鶏
縦
黙
奄
た

補韓
鉛
脅
に屋
地

幹鶴
繁
祷
に屋
地

鶉
報
雑
謬
維
藩
義
０
畿
殿
綿
群
緋韓
舞
子

騒
駿
稀
内
に屋
地

納鶴
鉛
祷
に屋
地

締義
鉛
猪
に屋
地

補蛇確
搬
区域内
に施
設を

紳藪
簾
縫
魏

も

絡韓
鉛
曽
に屋
地

二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療
費

鋸
錘

支彗

子

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

濡
朧
聾
難
籍
叶
縁
評
議
災．霧
能
鶏
難
勝
騒

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

障
害
者
総
合
支
援
法
第
五
十

一
条
の
十
四
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定

一
般

帥
穣
藪
援
事
業
者
の
指
定

（特
定
被
災
区
域
内
に
在
る
事
業
所
に
係
る
も
の
に

絡鶴
鉛
祷
に屋
地

一
条
の
五
第

一
頂
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
相
談
支

縛
螺
護
緯
諄
十

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

又
は
施
設
を
有
す
る
者

障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉

針

輩

軽

酵
鋒

駆

鶴

優

睡
卸

宿

定
符
霜

後

語

に
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障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（平

押
錐

霧
煙
研第
Ｔ糾
絲
韓
鉾
鱚
盤
と
ぃぅ露
特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者



参考

①指定介護予防支援事業者

の指定の有効期間の延長

⑩指定地域密着型介護予防

サービス事業者の指定の有

効期間の延長

③指定介護予防サービス事

業者の指定の有効期間の延

長

③指定介護老人福祉施設の

指定の有効期間の延長

⑦指定居宅介護支援事業者

の指定の有効期間の延長

⑤指定地域密着型サービス

事業者の指定の有効期間の

延長

⑤指定居宅サービス事業者の

指定の有効期間の延長

①要支援更新認定の有効期間

の延長

③要介護更新認定の有効期間

の延長

②要支援認定の有効期間の延

長

①要介護認定の有効期間の延

長

対象となる特定権利利益

平成 30年 6月 28日 から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する指定介護予防支援事業者

の指定 (特定枚災区域内に在る事業所に係るものに限

る。)について、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する指定地域密着型介護予防

サービス事業者の指定 (特定枚災区域内に在る事業所

に係るものに限る。)について、その有効期間を延長

する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する指定介護予防サービス事

業者の指定 (特定枚災区域内に在る事業所に係るもの

に限る。)について、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する指定介護老人福祉施設の

指定 (特定被災区域内に在る施設に係るものに限

る。)について、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 23日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する指定居宅介護支援事業者

の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係るものに限

る。)について、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する指定地域密着型サービス

事業者の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係るも

のに限る。)について、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する指定居宅サービス事業者

の指定 (特定枚災区域内に在る事業所に係るものに限

る。)について、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する要支援更新認定につい

て、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する要介護更新認定につい

て、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する要支援認定について、そ

の有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する要介護認定について、そ

の有効期間を延長する。

概要

老健局振興課
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直通 i3595-2889

老健局振興課

内線 :3937

直通 :3595-2889
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内線 :3937

直通 :3595-2889
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直通 :3595-2888
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直通 :3595-2889
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直通 :3595-2889
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内線 :3949

直通 :3595-2490
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内線 :3949

直通 :3595-2490
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直通 :3595-2490

担当課



①指定介護療養型医療施設

の指定の有効期間の延長

①第1号事業に係る指定事

業者の指定の有効期間の延

長

①介護医療院の許可の有効期

間の延長

◎介護老人保健施設の許可

の有効期間の延長

②介護支援専門員証の有効

期間の延長

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する指定介護療養型医療施設

の指定 (特定枚災区域内に在る施設に係るものに限

る。)について、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日 から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する第 1号事業に係る指定事

業者の指定 (特定被災区域内に在る事業所に係るもの

に限る。)について、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日 から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する介護医療院の許可 (特定

被災区域内に在る施設に係るものに限る。)につい

て、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する介護老人保健施設の許可

(特定枚災区域内に在る施設に係るものに限る。)に

ついて、その有効期間を延長する。

平成 30年 6月 28日 から平成 30年 11月 29日 ま

での間に有効期限が満了する介護支援専門員証につい

て、特定枚災区域内に居住地を有する者又は特定被災

区域を包括する都道府県の知事から介護支援専門員の

登録を受けている者に係るものについては、その有効

期間を延長する。

老健局老人保健課

内線 :3949

直通 :3595-2490

老健局振興課

内線 :3937

直通 :3595-2889

老健局老人保健課

内線 :3949

直通 :3595-2490

老健局老人保健課

内線 :3949

直通 :3595-2490

老健局振興課

内線 :3937

直通 :3595-2889
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Ｏ
厚
生
労
働
省
告
示
お
三
百
七
十
六
号

特
定
非
常
災
害
の
被
害
者
の
権
利
利
益
の
保
全
等
を
図
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（平
成
八
年
法
律
第
八

十
五
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第

一
頂
の
特
定
権
利
利
益
に
係
る
期
間
の
延
長
に
関
し
当
骸
延
長

後
の
満
了
口
を
平
成
三
十
年
十

一
月
三
十
日
と
す
る
措
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
三
十
年
七
月
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣
　
加
藤
　
勝
信

掛被蛇破継域内に居住地

鞠
爺
般
翻
舒
仁熱
議
領
誂
誓
籐
誘
細
施
叡

耐
職
安
定
法
第
二
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
の

齢鱗
轟
舗
鰹
粧
舛韓藩
稲
十一
号
）
第
二
十
条
第

一
項
の
規

難
取駆鰈
騨

対

　

象

　

者

対
象

と

な

る
特

定

権

利

利

益



納
錦
雖
魏
祉報
神

業
所

特
定
桜
災
区
域
肉
に
製
造
所

若
し
く
は
営
業
所
又
は
店
舗

を
有
す
る
者

も

の項

縦
麟
軽
窪
屋
地

稀
離
秘
町
鶏

爺
哄響
疇繋
綸
鰹
義
饉
籐
菊

帳
の
交
付

特
定
被
災
区
域
内
に
お
い
て

経
営
さ
れ
る
旅
館
業
を
承
継

す
る
者

隠
議
綸
鯉
駆
麟
講
駆
漱
鮮
望
跨
騒
鏃
離
締縦韓
級
組
域
内
に居住
地

覇

輩

殴

報

好

等

難

一第
藤

需

警

霰

繁

預
縣

雑

四
号
の
遺
族
年
金
若
し
く
は
遺
族

一
時
金
又
は
同
項
第
五
号
の
葬
祭
料
の
給
付

の
請
求

務
被総
級
線域内
に営業
所

聴
睦
霧
郊
像
摩
溺
解
盤
づ
く
纂
の群

零
姦
災

鮨
盤
絲
甕
蝉鱒
在響
一霞
簿
騒
毎
瀧
鉄
棘縮
騒
轄

帽
醐鮒縦鼓
援事業
翻嫉拗
注
〈十膝艤
被一顆
麟
貯鰐
ｐ観
縦靴
経
市
ば鮎税
醇
称
舞
繁
祷
に婁
所

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

児
童
福
祉
法
第

の
綸
付
決
定

二
十
四
条
の
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
児
入
所
給
付
費

躍
観
議
孫
銀
効鏃
義
隠
賊疑
濱
離
韓
児余
施
特
定
被
災
区
域
内
に
施
設
を

有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

児
童
福
祉
法
第
二
十

一
条
の
五
の
五
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
児
通
所
給

付
費
等
の
綸
付
決
定

特
定
被
災
区
域
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

覇毒
薬
諺
摯
誘
江燿
鴎維
ｍ騨
遂
腰
駆
濯
朧

児
童
福
祉
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
療
育
の
綸
付

補鶴
繁
贅
に屋
地

3  平成30年 7月 19日 本曜日  官   報 (号外特第 14号)

児
童
福
祉
法
第
十
九
条
の
一

療
費
の
支
給
認
定

二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

特
定
被
災
区
城
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

雛
駿
線舞
蓼
諄

醒臨
鶉
報
難
糖
整
紡
蘇
解
朋
解
難
紹
雇
祉
錦離総融駆賊ぬ
雖船
い権

請
を
す
る
者

も

韓
餓
競
鞘
銹
鯉

襲
籍
の主
を
事諄

躯繰鍋躯財朗器紺総
嚇“針
三条
のこの四第
一項
の規定
に基づ
く医療
縦
琺
都贅
長
耕

鐵
醗
麟
濡
駆
爺
の跡
栃
霧
振
肋耀
離鰐
区矮

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
機
器

叡
加
酔
跡
鯵
勅
胡
帳
鰈
闘
初
銀
造
販
売
業
の
許
可

（特
定
桜
災
区
域
内
に
在
る

特
定
被
災
区
域
内
に
そ
の
製

籍
軽
鉛
籍

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
三
条
の
三
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
薬
品
等
外

国
製
造
業
者
の
認
定

特
定
被
災
区
域
内
に
製
造
所

を
有
す
る
者

特
定
被
災
区
域
内
に
事
務
所

を
有
す
る
者

礎
鉄
区祷
長
星

譲
駿
弱
鍛
主たる

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

く
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
の
支
給

特
定
被
災
区
域
内
に
主
た
る

事
務
所
を
有
す
る
者

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
附
則
第
四
条
第
二
頂
の
規
定
に
基
づ

く
報
奨
金
の
支
給

耕靖韓働観朗絢即離消徹鵬
蹴協録鉾錦鮎十
四条
の二第
二項
の規定
に
灘
駿
枢議
社主客

灘
駿
鶴
鍛
主たる

辞嘉
鞘
鋸
離
囀畿
け義
餃
繋
肝
解
辮
驚
一千
三
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際
鞠
報
欝
藩
孫
一感
肋籐
籐

霧
鵜錠
勝
騒
雄

に
営
業
所

幹薮

輪

の

絡統搬
級
線
域内
に居住
地

鐸
輩
較
即
卿樺
難鐵
柄孵
辟評
務締
嫉群
項
の規定

に
営
業
所

特
定
撤
災
区
城
内

を
有
す
る
者

補鶴
繁
城内
に肇
所

鋲
搬
稲
縛
議
響
蹄
岳
義
報
離疑
沼
駆騒
輔
の
絡蕪
鍛
祷
に纂
所

欝

鱗

欝
購
新
騒

振
睡

繕

騒

熱

除

い
て

特
定
徹
災
区
域
内
に
お

業
務
を
行
う
者

て

榊
蕪
級
区贅
に痛
を

藩
騨
野
群
犠
斎
椴

（第畿
隠
簾
勝
伝
籐
秘
騒

榊聯
鞠
難
靱

懸
羅
購
騨
難
藤
豫
の二吉
空
吾
擢
墨
で
憂

離
駿
継緒
に業
所

鶴

軽

藝

簸

銭

矮

種

霙

懇

嶺

韓
鍛
区脅
揺
を

（介幅猷撤難嚇蠣舶昧続
什顧
詢醜
縦
撤遊”
広麟掘
盟療院
の開設
の許
可
礎
鍛
区緒
に襲
を

紛嘘柵覗
（法鶴勘肘卿酪嚇内一顧柳報雄
誰盛紳
釈翰幅餞麒
裸韓施設
の開

嚇
蛾
鵬
快
法
第
六
十
九
条
の
七
第

一
頂
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
支
援
専
門
員
証

雛
駿
軽
建
築
所

融
簸
議
藤
緩
解
溺
租難
勝
騒
説餡
縣
毒
藁

縦
総鉛
域内
に桑
所

鶏
灘
購
雪
撃
翌
嚇儀
鎌

鍵
囃鰐
ば駆
鞘
騨

縦
麟
線終
に業
所

領
事簸議
経
一一鱗
婚
醸
睡
盛
蒙
聴
籟
濡
辞

襲
鉄
区域内
に護
を

拗朧認破繊跡
〈四研猷籐嚇
区一頗膀
卜裾
わ触
競
陣継獅
Ⅸ蝦醗跡猟蛯人福
禁
駿
継祷
壕
誹

紛鱗
餓穣
迎鏃
麟解
団鶏
難
勝
騒
濡
蘇
霞
損翼

鍛統難叡継域内
に事業所

鰐
艶
ス事響
に跡
一額
婢
筋
躍
催
蒙
醒
跳
藩

駆
駿
線樹
に藁
所

勲
譲
鰺
評
藤
解
解
は鍛
義
推
層
餞
媚勝
艶
ス
縦
教
穏
窪
屋
地

介
護
保
険
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
要
支
援
更
新
認
定

籠
駿
鵡
窪
屋
地

介
護
保
険
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
要
介
譲
更
新
認
定

縦
敷
継
祷
に屋
地

介
護
保
険
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
要
支
援
認
定

縦
駿
継域建
屋
地

勢

餓

鍍

観

九
年
漆

響

〒

毒

）
雫

染

奎

吾

擢

に
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搬
報
騨
藪
線
離
盤
議
聴
雌然
特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

鞘簸

肇

奄
た
る

特
定
枝
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

補鶴
鍛
持
に屋
地

轄
報
錠
却
畿
膳
鶉
０
畿
殿
那
蕃
監

籍
〒

補縦搬級継域内
に居住地

補甍
鍛
緒
に屋
地

騨
斃
一十ェ号．ン鰯
癬
魏
譲
鶴
酌
錦
綿

し
く
は
遺
族

一
時
金
又
は
同
条
第
五
号
の
葬
祭
料
の
綸
付
の
請
求

特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

補城総級
区域内
に施設を

鵞丈

紳藪
麟
義
組

瀦
軽

韓

癬

麟

覇

繁

叢

藉

難

駆
特
定
被
災
区
域
内
に
居
住
地

を
有
す
る
者

二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
自
立
支
援
医
療
費

鋸
燃
齢義
蜂
〒

稀被麟
鴇
建
羹
所

瀦
朧
聾
肇
義
叶縁

（の駐
解
霧
脇
鶏
難
勝
騒

特
定
被
災
区
壊
内
に
事
業
所

を
有
す
る
者

騨
重
事書
の建

（像
牌
霧
儀
毀
難
勝
無餞
臨

鞘鶴
鉛
贅
に屋
地

一
条
の
五
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
地
域
相
改
支

経
螺
譲
朧
鰺
十

特
定
桜
災
区
域
内
に
事
業
所

又
は
施
設
を
有
す
る
者




